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・大月町 ・ ・中連携 連 協 を活 し、 、 、中 での一 した

取り組みや、 れ目のない継続的な支援が 要です。 

・ ・ の や 生 の 全 成に取り組むことを目的に、令和 年 に大

月町 協 ・ 設 を ち たことから、

今後は 組織との連携を り、取り組みを行っていくことが 要です。 

・不 あるいはその傾向がある 生 の支援や、 の 期 見に できるよう、

、 の 人 の活 や、関係機関と

連携した 内支援 を 中 にて し、 期からの 体 の 実に取り

組んでいます。 

・ から へ、 から中 への らかな 続を目指した 続期実

の 成・活 により、15 までの子どもの に じた

的な 大月町子 て を推進しています。 

・ Society5.0 に できる人 として、 を とした

活 能力や 理的な 考力を につけることができる 内 の 実に め、「GIGA

」に向けた 生 １人１ の活 方法を しています。 

 

                          

・年齢に じた について、 生 ごとに した支援を行うため、 機関

との連携に めます。 

・大月町 行政方 の基本を「うるおいと活力に ちた平和な人づくり」に き、人

を 重し、平和を し、心 ともに で創 と自 性に ん 人間性豊かな調和

のとれた町民の 成を目指して取り組んでいきます。 

・豊かな自然や な など、地域の資源を活 した環境 や を行い、子ども

たちが るさとを り、 るさとを大 にする心や豊かな心を持った「大月っ子」を

成します。 
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NPO・ 団体 の活 支援 

・地域 活 を行う 団体 に し、活 の

の や 、活 資 の援 の支援を行い、活

の活性化を ります。 

・ や において、 体 や

を じて心の 成に め、若者の

活 への 加を します。 

地 長自治 との連携 
・地 の実 を している地 長との連携をさらに 化

します。 

機能の 実 

・地域 を う関係機関や各種団体との連携 化を り、

課題の や を行うことで、 な支援や

の につな ることができる体 の 化を

ります。 

・支援の に し、 できる 的人

の 成・ に めます。 

地域における 全・ 心の  

・ での かけや見 りに して を行うとともに、

住民や民間 業 による見 り体 の を り

ます。 

・ 時 の 行 において支援を 要とする要支援者

の に め、要支援者 をもとに関係機関が連携し、

また、 住民の協力を ながら、要支援者の 行 支

援体 の を ります。 

生活 者 への支援の 化 

・各種支援・ の や支援に めます。 

・実 に めながら、自 を支援するための 支援、

支援 の取り組みを実施します。 
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子どもの に じた支援や、

中の連携 

・年齢に じた が になる子どもについて、 、

を行い、 ごとに した支援を行います。 

・ 、 、中 が連携した取り組みを行います。 

大月町 協

・ の活  

・ に関し、 者 地域住民 の への

画の 進や連携協力を進めることにより、 関係を

め、一体となって の や 生 の 全

成に取り組みます 令和 年 月設 を 定 。 

関係機関と連携した 体

の 実 

・不 傾向 にある 生 への支援や、 の 期

見に できるよう、 、

の 人 の活 や、関係機関

との連携を ります。 

るさとを大 にする心や豊か

な心を持った「大月っ子」の

成 

・町内各地域の特色を活かした を して、自然、人的

環境の らしさを体 し、 を し、将来の大月町

を っていきたいと う人 の 成を ります。 

Society5.0

に できる人 の 成 

・ICTを活 しての 集能力や活 能力を高め、 生

が自ら課題を 見し、 できる力を につけること

ができるよう、 内 の 実を ります。 
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、中 内支援
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1 月ごとの状況

内 のみ もあり  

地域資源を活 した体

のための人  
人 50 80 

 

地域 協 本

者  
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・65 の人口 合は 47.77 令和２年 11月現 となっており、加速する少子高齢

化に めがかからない状況です。それに伴い地 の世 の減少や高齢者の とり

らしが 加し、住民の や連 が希 になりつつあります。 

・住民一人 とりが 体的かつ 極的につながることで、 い の を 成し、

地域の活性化を目指した取り組みを推進することや生 に たって豊かな人生を るこ

とができるよう に合った生 を推進することが 要です。 

 

                          

・「地域とともにある づくり」を推進するとともに、 るさとに りと を持ち、

地域活性化の い となる人 を 成します。 

・住民一人 とりが心の豊かさや生きがいのための 活 や世代間 流、

活 などの取り組みができる環境づくりを行います。 
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㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

課後子ども の 実 

・ 課後 における子どもたちの 全で やかな づ

くりを推進することを目的として、大月 において

設します。 

・また、特 での活 内 や支援 の 実を りま

す。 

世代間 流の推進 
・地域 協 活 の活性化に取り組み、 中 での

活 や総合的な を支援します。 

各種団体の活性化 ・活 活性化に向けた 支援を行います。 

生 の 成 

・ 的な として の 成に取り組みます。 

・ 民 の 実や 、 や 化 を じて

生きがいのある 活 や の につな

ます。 

人 の推進 

・人 協 を中心とし、 中 における人

観 や人 大 を じて、豊かな人間性を

みます。 
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・ 化 は、人によって られ、継 していくことにより、その が向 することから、

次世代へ継 するためには、地域における 化 の ・活 の推進 化が 要です。 

・ 化 調査 の高齢化 により、 ・活 のあり方についての い や の

成が となっています。 

・ 化 の をしている 施設は、 化 を する 施設ではなく、また、施

設が 化していることから、 化 施設の と 内 の 実を ることが

要です。 

・中 民 は、 50年が経 し、 化、 が 要です。 

・ たな 化 の創 を るため、 を に 業や を町内

に き、子どもたちが将来の可能性や を むための「体 する機 」を設けること

が 要です。 

 

                          

・中 民 、 、 化 施設を めた 合施設の設 について を進めま

す。 

・令和３年 より県の「 国 と 」の世 産 の推進を目的と

した を活 し、 の を行い、世 産 に向けた取り組みを進めま

す。 

・ 関連 業 の を進め、子どもたちへの指 を中心に 点づくりに取り組

みます。 
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中 民 、 、 化

施設の見 し 

・ 合施設 において施設の現状について協 し、

合施設設 に向けて します。 

化 施設の  
・ 合施設 において施設の現状について協

します。 

化 の  
・次世代へ継 するために、 化 関係 の 成や資

や についての 理に めます。 
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・ 化 は、人によって られ、継 していくことにより、その が向 することから、

次世代へ継 するためには、地域における 化 の ・活 の推進 化が 要です。 
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す。 

・ 関連 業 の を進め、子どもたちへの指 を中心に 点づくりに取り組

みます。 
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・体力は、 の 持、 や 力といった の 実に大きくかか ってくることから、

を して体を かすことの しみ、 間づくり、 で豊かな生活を む目的と

して、 ・ の機 や環境を え、 画人口の 進を る

ことが 要です。 

・総合 地域 の の 協 の人 成、住民が 体となっ

た 画・ 加 の の などの体 づくりが課題となっています。 

 

                          

・住民が生 に たって の 実が れ、 で豊かな生活を ることができるよ

う、年齢や体力に じた の や 、 のできる環

境を するとともに、 や 推進 の 成・ に めます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

推進 の 成 
・ 推進 を中心とした 活 進のため

の組織の 成を ります。 

組織の 化と 成 
・ 協 や総合 地域 の組織 化と

人 成を推進し、 画人口の 進を ります。 
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